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第37回国際財政学会をふり返って
喜　多 登
　資料センターニュースの編集委員より本年9月に行なわれた国際財政学会の
模様を投稿して欲しいという要請を受けた。この国際会議の準備段階から後仕
末にまで携はった者の1人としてこの関係の実状を紹介することも今後の国際
会議を計画する場合に役立つのではないかと思うので，ここに経過を示すこと
にした。合わせて今日の財政の主要なる課題となっている事項をプログラムを
通して示すことにした。
　（1）準　　　備
　国際財政学会の正式名称はInternational　Institute　of　Public　Financeと云
い，本部は目下西独のUniversit6　de　la　Sarreセこおかれている。この学会の
会議は毎年主としてヨーロッパのどこかで開かれ，ヨー一　Pヅパを離れて開催さ
れることは珍らしい。
　今回ヨーロッパを離れて東洋で始めて開催されたのは，一橋大学名誉教授で
日本財政学会理事である木村元一教授の労によるものである。
　もう5年も前になるであろうか。この国際会議をわが国でという話が煮詰っ
てきたのは。実際の準備委員会が出来たのは昭和53年からである。この国際会
議を円滑に推進させるためには，日本財政学会を主体に，日本学術会議日本経
済学会連合，そして日本経済調査会が加わった。これらの諸団体がうまく機能
して行くために，組織委員会が造られた。
　この会議を成功させるための資金源として第一は会員参加費，第2に国費，
第3に指定寄附金（免税措置），第4に補助金・その他を予定した。
　昭和55年9月5日，この国際会議に関して閣議了解を得た。もっともこれに
至るまでの組織委員会，さらに関係官庁とのいろいろな件についての折衝が何
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回ともなく持たれたのであった。こうした仕事は必ずしもうまく進行するとは
限らないが，今ふり返って見ると大体に望ましい方向で進行していたと思え
る。各セクション毎に何回ともなく会議がもたれた。そして
1．　日　時　　1981年9月7日一11日
2．場所　経団連会館
3．　テーマとセッション
　　“Public　Finance　and　Growth”
　1．The　Role　of　Public　Finance　in　Promoting　Growth．Relevant　Pri－
　　vate　Public　Activities．
　1．The　Role　of　Public　Finance　in　Promoting　Regional　and　Urban
　　Growth，
　皿．The　Role　of　Public　Finance　and　the　Role　of　Monetary　Policy
　　in　Long．Run　Growth，
4．　ソーシャル・プログラム
9月7日
9月8日
9月9B
9月10日
レセプション　学術会議主催
レセプション　東京都知事
レセプション　神奈川県知事・横浜市長
バソケット　　組織委員会
5．そ　の　他
　（1）エクスカーション　　　　鎌倉及び横浜　9月9日
　　②　レディズ・プログラム　　都内観光　9月9日
　　　　　　　　　　　　　　　富士山9月10日
　このようにスケジュ　一一ルが定まった。
　閣議了解に至る説明書及び寄付金に関する告示も今後の参考となると思われ
るので，以下に掲げておく。
　　　　　　　　　　　第37回国際財政学会会議説明書
1　会議の名称
　　和文名　第37回国際財政学会会議
　　英文名　The　37　th　Congress　of　International　Institute　of　Public　Finance
　　　　　　（略称：IIPF）
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???会　　　期　　昭和56年9月7日～9月11日（5日間）
場　　　所　　東　京　都
会議の性格と目的
この会議は，国際財政学会（The　International　Institute　of　Public　Finance：略称
IIPF）が毎年1回定期的に開催する国際会議である。
　　国際財政学会は，1938年に創立された，財政及び公共経済を科学的に研究し，その
成果を発表し，並びに相互に意見を交換することを目的とした非常利，政治的中立な
国際団体である。この会議には昭和55年現在50か国が加盟しており，会員総数は754
名である。日本からは個人会員52名、団体会員として日本財政学会が加入しており，
同学会理事会代表の木村元一氏（一橋大学名誉教授）が国際財政学会理事として運営
に参画している。年次会議の共通議題として，財政の当面する国際的に関心の高い学
問的及び政策的な問題を意欲的に取り上げ，多くの成果を挙げてきており，今回の東
京会議の共通議題には特に日本の経済成長に焦点が絞られ「経済成長と財政」のテー
マが予定されている。
5　日本開催の経緯と意義
　　この会議の日本開催については，国際財政学会より数年前からの希望が表明されて
きた。このため日本側の主要な準備責任団体となる日本財政学会は，1977年10月の会
員総会において，前記国際財政学会会議の日本開催について慎重に検討した結果，国
際財政学会の希望を入れて，この国際会議を我が国で開催することを了承した。
　　これを受けて国際財政学会（IIPF）は，1978年9月の・・ンブルグ（西ドイツ）会議
において，この国際会議の日本開催を正式に決定したものである。
　近年，日本の経済成長と日本財政とのかかわりに対する外国会員の関心は非常に高
いものがあり，先進国，発展途上国を問わず「経済成長と財政」問題を討議する会議
の最適な開催地として日本が選ばれたものと考えられる。
　我が国にとっても，この機会に我が国の経済成長の成果及びそれに伴う諸問題を提
起して，外国会員の日本経済に対する理解を深めさせることは，国際経済社会の発展
に貢献するところが大きいだけでなく，我が国の財政研究者及び財政実務家が，今回
の国際会議を通じて諸外国の財政学研究と財政運営の現状を知る機会を持つことにな
るものであり，非常に意義のあることである。適切な比較対象と研究に対する新鮮な
刺激が得られることによって，今後の我が国の財政政策形成及び中央・地方において
財政を運営する上に極めて大きな成果を得ることができると確信すのものである。
　　日本学術会議の第524回運営審議会（昭和54年3月24日開催）は，このような状況
とこの分野の将来性を考慮して，この会議の開催計画について慎重に審議した結果，
　日本学術会議と日本経済学会連合及び日本財政学会との共同主催により，この会議を
開催することについて．閣議請議の手続を進めることを了承しゼ。
　なお，過去の開催状況は次のとおりである。
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1回　数　開催年
??
催 地 参加老数
第32回
第33回
第34回
第35回
第36回
1976年
1977年
1978年
1979年
1980年
エジンバラ　（連合王国）
バ　ー　ナ　（ブルガリア）
ハソブルグ　（西ドイツ）
タオルミナ（イタリア）
エルサレム　（イスラエル）
6　会議計画の概要
（1）主催団体
??会議の構成
主要題目
日　程　表
日本学術会議
日本経済学会連合
日本財政学会
全体会議，分科会，総会
経済成長と財政
300人
300人
300人
300人300人i
　　＿1
』、?黶v珍午 前 午 ? 夜
9月7日（月）
　　8日（火）
　　9日（水）
　10日（木）
　11日（金）
?????? 開会式，全体会議
分科会，総　　会
スタティ・ツアー
分科会，総　　会
　〃　　閉会式
レセプショソ
　　〃　　　　　　　E
懇　親　会1
　　　　　　1
㈲　会議使用語
　　　英　語（原則として同時通訳なし）
㈲　参加予定国
　　　アルゼンテイン，オーストラリア，オーストリア，ベルギー，ブルガリア．カ
　　　ナダ，フィンランド，フランス，ドイツ連邦共和国，香港，ハンガリー，イン
　　　ド，イスラエル．イタリア，日本，大韓民国，オランダ，ポーランド，スペイ
　　　ン，スウェーデン，スイス，トルコ，ソヴィエト連邦，連合王国，アメリカ国
　　　衆国，ユーゴースラヴィア　　　　　　　　　　　　　　　（以上26か国）
（7）参加予定者数
　　　国外200人（ほかに同伴者50人）
　　　国　内　250人
　　　　計　　450人
社団法人日本経済調査協議
会（東京都千代田区丸の内
3丁目2番3号）
第37回国際財政学会会議
開催の費用
昭和56年1月14日から同
年9月6日まで
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　（2）会　　　場
　会場を何処にするかという点でいろいろな案が出た。学術会議との折衝で
は，乃木坂にある学術会議を使用してはどうかの話が当初あったが，参加者の
総数，各セッションの同時進行の都合上，事実上困難になった。ホテルの案が
出た。私の経験からもホテルは実に便利だと思ったが，これは国費を使用する
場合には，ホテル使用に関する閣議での取り決めがあるとのことで，他に当ら
なくてはならなくなった。その折に学術会議からよい示唆を受けた。これが今
回の会場となった経団連会館である。
　経団連会館はこれまで何回かのシンポジウムに出かけていたのでその便利さ
を知っていたが，本大会のように何日かに渡る国際会議ではどうであろうか
と，最初予定できる会議室等を見せてもらった。実に便利に出来ている。これ
がやがて充分な機能を発揮することになる。
　同時通訳が入った。そのためブース・イヤホーン等は各会議室に全部設置さ
れることになった。
　経団連会館はすべて出入りにチェックがされる。ただ今回は胸にパッヂを附
けている人にはそれがないことになった。外国人に対しての配慮からである。
　（3）プロゲラム等について
　プログラム及び会議進行に関する時間表は9頁・v14頁の通りである。
　（4）会　　　議
　レジストレーションは当日9時から開始された。日本人も外国人も会員はす
べて経団連会館14階ホールで行なわれた。
　オープニング・セッションでは，会長のレクテソバルト教授は独得の風貌で
力に満ちた挨拶を行い，これで大会の幕が開かれたのである。午前には招待講
演が同一ホールで行なわれ，午後からは，第1セッションがパー一ル・ルーム
で，第2セヅションが経団連ホール，第3セッションがシルバー・ルームと3
分野に分かれて展開された。この会議の模様は，経済セミナーや財政金融事情
等で紹介されているので，方式だけを紹介するが，各セッションとも，スピー
カーが2～3人，予定討論者が2～3人，座長の司会のもとで行なわれ，一般
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の討論者が加わって，大そう有意義であった。日本側からも詳細な討論や質疑
があり，この大会は大そう盛り上った。
　この大会で目についたのはC・S・シャウプであろう。彼は戦後のわが国の行
財政改革の当事者であったので，わが国では多方面から注目されていた。私は
シャウプ教授と面識がないので，米国の友人を通じて，紹介してもらい，その
縁で東京で会うことが出来た。彼は白髪の老人で，コロンビア大学の名誉教授
の風貌をたたえていて，実に信念の人であるという感を受けた。本大会では
Collective　Goods　and　Populat量011　Growthという論文を提出し，発表している。
　その他に財政学で“転位効果”“点検効果”，“集中効果”等で知られた，ワ
イズマン教授がいる。彼は前会長であって，見るからに蕩落な方である。路上
で会っても気軽に「よう！」と声をかけてくれる人である。彼の加わったセッ
ションは大そう楽しいものであった。このセヅションの討論には私も参加して
見た。
　（5）バンケット
　バソケットは椿山荘で開かれた。外国よりの参加者にはハッピを配った。こ
れは意外によく似合ってた。外国人にとっては日本の酒，とりわけ升酒は興味
を引いたに違いない。バンケットを盛り上げるためにアトラクションを準備し
た。好評であったのは，大鼓打ちであった。終り近くで，この大鼓に合わせ
て，阿波踊りが外国人を中心にして行われたが，バンケットにつきもののダソ
スが，この踊りで大そうにぎわった。
　各国別に歌が歌われた。お国ぶりが顕われて面白かったが，中でもイギリス
の若手の学者がすばらしいテナーを披露して万場をわかせた。これは私の経験
からも云えるのだが，外国人の中にはすばらしい美声を持っている人がいる。
やはりここにもいたわけである。
　椿山荘の三層の塔を是非この外国人達に見せたいと思ったが，生憎雨で，木
の間がくれの中で望見するしか技がなかった。
　⑥　閉　　　幕
　ものごとに始めあればやがて終りを迎える。5日間の会議も終末を迎えるこ
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とになった。9月11日がそれである。この日クローズイング・セッションが行
なわれた。最終講演と副会長ビールのまとめの報告，そして会長レクテンバル
トの終りの辞。
　かくして会議は終った。
　多くの海外からの参加者より，立派な大会であったと云われ，ドイツの本部
役員からもこれまでにない大会であったと誉められたが，日本側としては嬉し
い評価を得たと喜んでいる。だがまだ後仕末が残っている。やがて会議報告書
やプPシーディングが発刊され，この会議の実状が明らかになろう。
　（7）会議をふり返って
　今回の国際会議の主要テーマは先のプログラムで明らかであろう。一言で財
政学と云っても，この会議ではそれぞれの性格が異なる課題が18もある訳で，
古くて新しいものもあれば，全く新しいものもある。これらが時には衝突しな
がら，時には融合しながら現代の財政学研究に新しい解を得ようとしているの
である。
　今回の会議で従来とは異なった論題となったものは，第2日目の午後り“財
政と技術進歩”のセッショソである。また，最終日のクローズイソグ・セッシ
ョンで，招待講演で行った，M・オルスンの“成長と公共選択”と題した論であ
る。ここでは人間の意思決定に関する論から始めて公共選択に至る論理構造を
学際的研究を通して展開したことである。これらの論については私なりの考え
もあるがそれらは別の機会に譲らざるを得ない。
　財政学は従来とは異なったものを多く胚胎しながら進みつつあることは，今
回の国際会議のテーマからも明らかであろう。多くの学問はお互に肩を寄せ合
せながら時tlこは反擬しながら新しい課題につき進むことになろう。今回はその
動きの1つを示したものと云える。
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）
The　37th　Co㎎ross　of　lnternational　lnStitute　of　Public　Finance
　　　　　　　　　　　　Pmgram　and　Time　Schedute
Sept，7－11．1981 ア0κγα」鴇ハ4ハ1
Date Timo
9：00－17：00 Registration　of　Delegates
10：00 Opening　Session
Opening　AddressH．C．　RecktenwaId
Welcoming　Address：Kodi　Husimi
Motokazu　Kimura
11：00 Invitedしectures
1．Public　Finance　and　Growth：Franz　Gehrels
W川iam　A．　Mskanen
Room：Keidanren2．The　Role　o釜the　Privateand　the　PublicSector　in　Post－WarGrowth　injapan：Hall Motokazu　Kimura114F｝ Chairman：H．C．　Recktenwald
7th
撃lon．｝
　　　　　　　Working
ｹimo　　　Group1Room：Pear書Room⊂10Flll　Room：Keidao「en　Hall⊂14F｝川Room：Silvor　Room｛10Fl
14：30－17：001．Tax　Policy　and　lnvest一2．Regional　Development　and3．Op imal　Fiscal　and　Monetaryment Local　Public　Utility，　ServicesPolicies　in　Neoclassical
Speaker： Housing，　Transport，　Educa噛Models
R◎bert　Eisner tion，Social　Services，　etc・
Ryuzo　Sato＆ Speaker：
Yannis　loannidesSpeaker： Christopher　Chamley
Kul　B．　Bhatia Hans　Groeneveld Yaleel　Ahmad
Coffee　Break A．Breton Discussant：
15：45－16：00Dlscussant： J．Lawikov Maria　Augustinovics
Peter　B．　Boorsma David　Wainshal
Massimo　MarrelliD scussant：
Pierre　Pestieau Chairman：
Chairman： Luc　Weber GiusepPe　Campa
Otto　Gado
Chairman：　　　　　　　　、
Tadao　Yamaguchi
｛Coffee　Break　　：　｝ ｛Coffee　Break　　：　1 （Cof｛ee　Break　　：　｝
19：00－21：00WELCOMEPARTY　at　Diamond　Room　in　Keidanren　Kaikan
（???
Working
Date　　　　　　　　　Group凹「ime IRoom：Pear量Room‘10F｝1l　Room：Crystal　Room　lgFl　　　　、 川Room：Silver　Room｛10Fl
9：30－12：00 2．Human　Capital　Forma・
@　tion　and　Public　Finance：
@　ADynamic　ModeI
2。Urbanisation　and　Fiscai
@　Crisis　in　Large　Cities
2．Optimal　Monetary　and
@　Fiscal　Policy　for　Promoting　　Growth：The　Merits　and
Speaker： Speak6r：
Shortcomings　of　the
jeynesian　Approach
Karl　Roskamp』 Peter　M．　Jackson
＆Manfred　NeumannKenichi　MiyamotoSpeaker：
Guy　Terny David　Fand
Discussant： Claude　Vedel
Coffee　BreakDiscussant： Richard　Bird
1 10：45－11：00 Hans　van　de　Kar Discussant：? Tapas　MalundarChairman： Sei　Fulita
Chairman：
??????
Francoise　Thys－CI6ment　　　’
Jean。αaude　Dischamps Chairman：8th
oTue．｝　　　　　．
｛Coffee　Break　　：　｝ ｛Coffee　Break　　：　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
Bernard　Herber
iCoffee　Break　　：　｝
i14：30－17：003．Public　Finance　and　Tech一3．Fis ai　Measures　Against　Con・3．Fiscal　and　Monetary　Policy
nological　Progressgestion　and　Pollutioni 　the　context　of∈iconomic
Development：
Speaker： Speaker： ASchumpeterian　Approach
Erhars　Knauthe R6mv　PruげHommeSpeaker：
＆Hans　Spiller Hirofu南i　Shibata Wolfgang　Stopler
1 S．K．　Kuipers Jorge　Macon
Carl　Chr．　von　Waizs菖ckerDiscussant： Seung　Soo　Han
Alan　A．　Tait
Coffee　BreakDiscussant： Sijbren　Cnossen Discussant：
15：45－16；00 Sylvain　Plasschaert
．Chairm．乙n：．　　　　　　　　　「 Chairman：
一1fVictor　Halb白rstadtFrancesco　Forte・ Chairman：
S．B．Jones－Hendrickson
lCoffee　Break　　：　｝ ｛Coffee　Break　　：　｝ 　　　　　　　　　　　　　　　　　’oCoffee　Break　　：　1
（?）
Date
8th
（Tue．｝
Date
　9th
｛Wed．｝
Time
Working
　Group
17：00－18二〇〇
19：00－21：30
Time
Working
　G囮up
9：30－12：00
Coffee　Break
10：45－11：00
Afternoon
lRoom：Pearl　Room（10F｝ll　Room：CryStal　Room｛9F）III　Room：Silver　Room（10F）
GENERALASSEMBLY　of　IIPF｛Plenary｝at　Crystal　Room（9F｝
RECEPTION｛hosted　by　Governor　of　Tokyo）at　Cherry　Room　in　Palace　Hotel
lRoom：Pea「I　Room｛10F）
4．Public　Finance　and　Public
　　｛Social　Overhead｝Capital
　　「Formation
Speaker：
　　Hirofumi　Uzawa
　　Nikolai　Sichev
　　　　＆Stepan　Sitaryan
　　　　＆Geoffrey　Brennan
Discussant：
　　James　Buchanan
　　Hiromitsu　lshi
Chairman：
　　Boris　Boldirev
｛Coffee　8reak：｝
　　　　　　　　■nternational
ll　Room：Co口ference　HalL｛11Fl
4．Effects　of　Local　Taxes　on
　　Urban　Growth
Speaker：
　　Tokue　Sh「bata
　　Daniel　M．Hotland
　　ltalo　Magnai
　　　＆Gilberto　Muraro
Discussant：
　　Alan　Prest
Chairman：
　　Paul　Gaudmet
｛Coffee　Breakご｝
川Room：Si ver　Room｛10F）
4．Effective　Monetary　and
　　Fiscal　Poticy　for　Promot・
　　ing　Economic　Growth：
　　ASocialist　ApPr◎ach
　Speaker：
　　　B6ta　Csikos－Na9V
　　　　＆Otto　Gad6
　　　Jun　lkegami
Discussant：
　　M．Berthomieu
　　Giuseppe　Sobbrio
Chairman：
　　D．J．　Wolfson
｛Coffee　Break：｝
Common　Excursion　to　Kamakura　and　Yokohama
　　　　　｛Coaches　leave　from　Palace　Hotel　and　Marunouchi　Hotel　at　13：30｝
RECEPTION｛hosted　by　the　Governor　of　Kanagawa　Prefecture　and　the　Mayor　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yokohama　City｝
　　　　　　　　　　　　　　　　at　Kikunoma　Room　in　The　Hotel　Yokohama　　　　’
（????
Workio9 1ntern8tion81
Dat6　　　　　　　　　　Gro叩了img　　　　　’ 艦Room：Poa「l　Room　llOF｝騨Room：Conforonce　Hall　l　l　1　F｝I l　Room：Silver　Room｛10F｝
9：30－12：005．Taxes　on　Environmental5．lntergovernmental　Fiscal5．Experience　with　Growth
Goods：The　GermanRelati◎ns　and　GrowthPromoting　Policies：The
Efflue轟t　Discharge　Tax Case　of　Socialist　Countries
Speaker：
Speaker： Horst　ZimmermannSpeaker：　　　　　　　　　　・
Coffee　Break Karl－H．HansmeyerRussell　Mathews Vjacheslav　Senchagov
10：45－11：00
Discussant； Discussant： Discussant：
Elisabeth　VessillierYvez　Fr6ville Mikl6s　Riesz
Keith　Shaw ＆M．Kobielski
Junshichiro　Y◎neharaChairman：
Chairman： Hervert　Geyer
Natalia　Gajl
???????
Lowell　Harriss
10th ‘Coffee　Break　　：　， ‘Coffee　Break　　：　1 ｛Coffee’Break　　：　1
｛τhur．｝14：30－17：006、Public　Finance　and　the6．Contribution　of　Regional6．Experience　with　and　Pros一
Cultural　Factor　in　EcopPublic　Enterprises　topects　of　Growth　Prom◎ting
nomic　GrOwth Regiona！EconomicPolicies　in　Market－OrientedDevebpment and　Mixed　Economies
＄peaker：
Jack　Wiseman Speaker：
Anita　Pfaff Aldo　Chincone Speaker：
Coffee　Break　　・Tsuneo　lida Nataiia　GalI Carl　S。　Shoup
15：45－16：00 Emil　den　Dunnen
Discussant： Discussant： lsamu　MiVazaki
Mark　Blaug Henry　Tulkens
Chairman： Chairman： Discussant：
Kurt　Schmidt Andr6　van　BuggenhoutGiorgio　Brosio
Chairman；
Helga　Pollak
｛Coffee　Break　　：　｝ ｛Coffee　Break　　：　1 ｛Coffee　Break　　：　｝
「
（???
Working 置ntemationa曇Dateτimo　　　Group霊Room：Poarl　Room⊂10F｝1奮Room：Conforence　Hall‘11F｝Ill　Room：Silver　Room｛10Fl
10th
iThur．｝19：00－21：00BANQUET　at　Chinzanso　Restaurant
@　　　　　lCoaches　leave　fromPalace　Hotel　and　Marunouchi　Hotel
　，
≠煤@18：001
DateTime
9：30－12：00 Closjng　Session　IPIenary｝
1．ASummary　of　theProceedings
，・画■・，●噸．■●，■●“，●■■o Dieter　Biehl
2．　lnvited　Lecture：Growth　and　Public　Choice
・・鴨．，画■巳．●■．●●o曾●■，，Mancur　Olson
3． Valedictory　Address　of　the　President　of　IlPF
11th ・．」巳・・●．「■o・o■」●●●9●Horst　Claus　Recktenwald
（FrΩ
Chairman：Jean－Claude　Dischamps，　PresidentElect　of　l　1PF
Room：lnternational
Conference
Hall
｛11F｝
（????
1－edies’　Program
Dato Time
8th
oTue．｝
13：00－17：00
iTue．1
丁OKYO　SIGHTSEEING　by　coach　with　English－speaking　Guide
@　　　　　　　　　　　　　　lCoach「eaves　from　Palace　Hotel　at　13：001
@　　　　　　　　　　　　　　｛￥1，000contribution　per　person｝
10th
oThur｝
8：00－16：30 FULL・DAY　EXCURSION　TO　MT．　FUJI　bV　coach　with　English－speaking　Guide
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛Coach　Ieaves　from　Palace　Hotel　at　8：00｝
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘￥5，000contribution　per　person）
